
秋田大学における競争的研究費等の直接経費から研究代表者等の人件費を支出することに

関する取扱要項 

令和８年４月 27日 

学長裁定第３９８号 

（趣旨） 

第１条 この要項は，秋田大学（以下「本学」という。）において，「競争的研究費の直接経

費から研究代表者（PI）の人件費の支出について」（令和２年 10月９日付競争的研究費に

関する関係府省連絡会申し合わせ）（以下「申し合わせ」という。）に基づき，競争的研究

費等の直接経費から研究代表者等の人件費（以下「PI人件費」という。）を支出すること

に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要項において，次の各号に掲げる用語の定義は，当該各号に定めるところによ

る。 

(1)  競争的研究費等 

資金配分機関の公募により競争的に獲得する経費のうち，研究に係るもののほか，民 

間からの受託研究費（治験を除く）・共同研究費，補助金をいう。 

(2)  資金配分機関  

競争的研究費を配分する関係府省庁又は独立行政法人のほか，前号を配分する機関を 

いう。 

(3)  PI等  

本学の教員である研究代表者又は研究分担者をいう。 

(4)  エフォート  

研究者の全仕事時間 100％に対する当該研究の実施に必要とする時間の配分割合（％） 

をいう。 

（対象となる事業） 

第３条 競争的研究費等の全ての事業のうち，PI人件費の支出が認められた事業とする。 

（対象者） 

第４条 前条で規定する事業における PI等とする。 

（支出額） 

第５条 PI 人件費の支出額は，次の各号のいずれか低い額を上限とし，かつ当該研究の実

施に支障をきたさない範囲内で PI 等が設定する。ただし，10万円を下限額とする。 

(1)  PI等の年間給与額に，年間を通じて当該研究に従事するエフォートを乗じた額 

(2)  資金配分機関が公募要領等により定める上限額 

（支出の条件） 

第６条 直接経費に PI 人件費を計上することについて，PI 等が希望している場合に限り，

直接経費から PI人件費を支出することを可能とする。 



（申請） 

第７条 PI人件費の計上を希望する PI等は，競争的研究費等を申請するときまでに，部局

長の承認を得た上で，別に定める申請書により学長に申請するものとする。 

２ 当該研究に参加する研究分担者がいるときは，研究代表者は，前項の申請にあたり，研 

究分担者の合意を得なければならない。 

３ 学長は，PI等からの申請に基づき，PI人件費の計上について承認又は非承認を決定し，

その結果を PI等に通知する。 

（変更） 

第８条 ＰＩ等は，前条による承認後，PI 人件費計上額の内容に変更が生じる場合は，速

やかに別に定める変更申請書を作成の上，部局長を通じて学長に申請するものとする。 

２ 前項の変更申請に係る承認手続きについては，前条の規定を準用する。 

（報告） 

第９条 PI等は，各年度終了後速やかに当該年度の PI人件費の執行実績を別に定める実績

報告書により部局長を通じて学長に提出するものとする。 

（PI人件費の支出により確保された財源の取り扱い） 

第 10条 PI人件費を直接経費から支出することにより生じた財源については，別に定める

活用方針に基づき取り扱うこととする。ただし，PI 人件費の支出により確保された財源

が大学運営費，間接経費及び附属病院収入以外の場合は，活用方針の対象外とし，当該財

源の趣旨に沿って使用するものとする。 

（活用実績の報告） 

第 11条 学長は，毎年度，前条により実施した施策について，活用実績報告書（申し合わ

せ別添様式３）を作成し，翌年度の６月 30日までに，資金配分機関に対して提出するも

のとする。なお，活用実績報告書は，原則として，本学のホームページで公表するととも

に，直接経費から人件費を支出した PI等に対しても報告を行う。 

（その他） 

第 12 条 本要項に定めるもののほか，PI 人件費の支出に関して必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

本要項は，令和８年５月１日から実施する。 


